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森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
│
│
「
倡
家
女
」
の
魚
玄
機
│
│
王
晨
野
一
、
は
じ
め
に
「
魚
玄
機
」
は
大
正
四
年
七
月
七
日
に
脱
稿
し
、
七
月
一
五
日
発
行
の
『
中
央
公
論
』
第
三
〇
年
第
八
号
に
掲
載
さ
れ
た
鷗
外
の
小
説
で
あ
り
、「
安
井
夫
人
」（『
太
陽
』、
大
正
三
年
四
月
）
の
次
に
女
性
を
主
人
公
に
し
て
描
か
れ
た
歴
史
小
説
で
も
あ
る
。
大
正
三
年
「
安
井
夫
人
」
執
筆
前
に
、
鷗
外
は
『
青
鞜
』
同
人
で
あ
っ
た
尾
竹
一
枝
の
執
筆
依
頼
を
受
け
、
雑
誌
『
番
紅
花
』
の
創
刊
号
に
「
サ
フ
ラ
ン
」
と
題
す
る
文
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
金
子
幸
代
氏
は
「
安
井
夫
人
」
の
主
人
公
の
佐
代
と
尾
竹
一
枝
を
は
じ
め
と
し
た
「
新
し
い
女
」
の
共
通
性
を
論
究
し
た
⑴
。
鷗
外
と
「
新
し
い
女
」
論
の
延
長
線
と
し
て
、「
魚
玄
機
」
に
関
す
る
多
く
の
先
行
研
究
は
主
に
平
塚
ら
い
て
う
と
性
欲
生
活
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。
例
え
ば
、
尾
形
仂
氏
は
ら
い
て
う
と
魚
玄
機
の
生
活
の
軌
跡
の
類
似
性
を
二
点
指
摘
し
た
。
ら
い
て
う
は
、
初
め
て
の
恋
人
、「
生
田
長
江
の
き
も
い
り
で
作
ら
れ
た
閨
秀
文
学
会
で
の
講
師
と
し
て
知
っ
た
長
江
の
友
人
森
田
草
平
」
に
「
男
の
ひ
と
へ
の
欲
求
﹇
性
欲
﹈
を
も
っ
て
い
な
い
か
」
と
聞
か
れ
た
時
、「
性
欲
と
い
う
も
の
の
あ
る
こ
と
は
知
識
一
で
は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
自
分
自
身
の
な
か
に
は
ま
だ
な
い
か
ら
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
答
え
た
。
こ
の
経
緯
は
魚
玄
機
と
詩
の
師
温
飛
卿
の
友
李
億
と
の
物
語
に
似
て
い
る
。
「
ら
い
て
う
に
尾
竹
（
後
、
富
本
）
一
枝
と
い
う
同
性
愛
の
女
性
が
お
り
、
大
正
三
年
一
月
、
ら
い
て
う
が
そ
の
相
手
の
女
性
と
別
れ
て
画
家
奥
村
博
史
の
も
と
へ
走
っ
た
」。
こ
の
こ
と
は
魚
玄
機
と
采
蘋
の
物
語
に
類
似
し
て
い
る
。⑵
そ
し
て
、
尾
形
氏
は
以
上
の
論
点
を
踏
ま
え
、「
作
者
の
関
心
が
、
事
の
経
緯
よ
り
も
、
よ
り
多
く
玄
機
の
女
と
し
て
の
性
と
文
学
へ
の
開
眼
の
過
程
の
追
跡
に
か
か
っ
て
」
お
り
、
小
説
「
魚
玄
機
」
を
「
女
性
版
「
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
」
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
」、
「 
新
し
い
女

ら
い
て
う
の
「
歩
い
た
道
」
の
投
影
が
見
出
さ
れ
る
と
ま
と
め
た
⑶
。
ま
た
、
岡
村
あ
ず
さ
氏
は
、「
狂
信
的
、
盲
目
的
な
魚
玄
機
」
が
破
滅
し
た
こ
と
を
描
い
た
鷗
外
は
作
中
で
才
女
を
見
守
っ
て
い
る
温
飛
卿
に
化
し
、
下
り
坂
に
な
っ
て
い
く
「
新
し
い
女
」
た
ち
へ
の
寓
話
を
提
示
し
た
⑷
と
論
じ
た
。
そ
の
一
方
、「
魚
玄
機
」
は
魚
玄
機
に
関
連
す
る
中
国
の
逸
話
を
下
敷
き
に
し
て
書
か
れ
た
小
説
で
あ
る
。
鷗
外
は
「
魚
玄
機
」
本
文
の
最
後
に
、
執
筆
の
た
め
に
使
っ
た
資
料
を
魚
玄
機
一
〇
冊
、
温
飛
卿
一
八
冊
、
重
複
を
除
い
て
計
二
四
冊
を
列
挙
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
膨
大
な
資
料
に
つ
い
て
、
山
崎
一
穎
氏
は
、
鷗
外
は
「『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』
の
附
録
「
太
平
廣
記
」
を
底
本
と
し
て
、
そ
れ
に
載
っ
て
い
な
い
記
事
を
「
三
水
小
牘
」、「
北
夢
瑣
言
」、「
唐
才
子
傳
」
並
び
に
魚
玄
機
の
詩
数
篇
か
ら
取
捨
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
、
魚
玄
機
伝
を
構
成
し
」、「「
舊
唐
書
」（「
新
唐
書
」）
を
基
と
し
て
、「
全
唐
詩
話
」、「
唐
詩
紀
事
」、「
桐
薪
」、「
玉
泉
子
」
か
ら
記
事
を
取
捨
選
択
し
、
そ
れ
ら
を
組
合
せ
て
温
飛
卿
伝
を
構
成
し
た
」
と
、
鷗
外
が
実
際
に
『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』
と
『
温
飛
卿
詩
集
箋
注
』
二
冊
し
か
参
考
に
し
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
⑸
。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
魚
玄
機
」
に
関
す
る
研
究
は
主
に
二
種
類
に
集
中
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
歴
史
小
説
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
視
点
か
ら
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
「
魚
玄
機
」
を
女
性
の
性
と
文
学
の
覚
醒
を
め
ぐ
る
現
代
的
な
意
味
に
肉
づ
け
た
研
究
で
あ
る
。
二
つ
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
二
目
は
歴
史
小
説
研
究
の
視
点
で
、
鷗
外
が
実
際
に
参
考
し
た
史
料
を
論
証
し
た
研
究
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
魚
玄
機
が
女
道
士
に
な
っ
た
こ
と
が
覚
醒
の
触
媒
で
あ
る
の
を
看
過
し
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
鷗
外
は
『
老
子
』、『
荘
子
』
な
ど
の
道
教
経
典
を
読
み
、
幾
つ
か
の
文
章
に
も
引
用
し
た
⑹
が
、
道
教
全
体
に
対
す
る
理
解
を
示
し
た
も
の
が
少
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
魚
玄
機
」
は
鷗
外
の
道
教
理
解
を
表
す
重
要
な
一
篇
と
も
言
え
よ
う
。
本
論
は
以
上
の
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
典
拠
と
な
っ
た
『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』、『
温
飛
卿
詩
集
』
を
再
検
証
し
た
上
、「
魚
玄
機
」
に
お
け
る
鷗
外
の
道
教
理
解
を
分
析
し
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
魚
玄
機
像
を
作
り
上
げ
た
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
二
、「
里
家
女
」
と
「
倡
家
女
」
鷗
外
が
「
魚
玄
機
」
文
末
に
挙
げ
た
資
料
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
其
一
魚
玄
機
三
水
小
牘
南
部
新
書
太
平
広
記
北
夢
瑣
言
続
談
助
唐
才
子
伝
唐
詩
紀
事
全
唐
詩
（
姓
名
下
小
伝
）
全
唐
詩
話
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
其
二
温
飛
卿
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
三
旧
唐
書
漁
隠
叢
話
新
唐
書
北
夢
瑣
言
全
唐
詩
話
桐
薪
唐
詩
紀
事
玉
泉
子
六
一
詩
話
南
部
新
書
滄
浪
詩
話
握
蘭
集
彦
周
詩
話
金
筌
集
三
山
老
人
語
録
漢
南
真
稿
雪
浪
斎
日
記
温
飛
卿
詩
集
鷗
外
が
挙
げ
た
参
考
資
料
を
見
て
み
る
と
、
魚
玄
機
の
み
と
さ
れ
た
の
は
『
三
水
小
牘
』、『
太
平
広
記
』、『
続
談
助
』、『
唐
才
子
伝
』、『
全
唐
詩
（
姓
名
下
小
伝
）』、『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』
の
六
冊
、
温
飛
卿
の
み
と
さ
れ
た
の
は
『
旧
唐
書
』、『
漁
隠
叢
話
』、『
新
唐
書
』、『
桐
薪
』、『
玉
泉
子
』、『
六
一
詩
話
』、『
滄
浪
詩
話
』、『
握
蘭
集
』、『
彦
周
詩
話
』、『
金
筌
集
』、『
三
山
老
人
語
録
』、『
漢
南
真
稿
』、『
雪
浪
斎
日
記
』、『
温
飛
卿
詩
集
』
の
十
四
冊
、
魚
玄
機
と
温
飛
卿
が
共
通
し
て
い
る
の
は
『
南
部
新
書
』、『
北
夢
瑣
言
』、『
唐
詩
紀
事
』、『
全
唐
詩
話
』
の
四
冊
で
あ
る
。
し
か
し
、
参
考
資
料
の
中
で
、『
桐
薪
』
は
と
て
も
貴
重
な
本
で
あ
り
、
日
本
で
は
国
立
公
文
書
館
、
す
な
わ
ち
旧
内
閣
文
庫
し
か
な
い
。
ま
た
、『
握
蘭
集
』、『
金
筌
集
』、『
漢
南
真
稿
』、『
三
山
老
人
語
録
』、『
雪
浪
斎
日
記
』
の
五
冊
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
現
存
の
古
書
に
引
用
さ
れ
た
内
容
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。
鷗
外
は
こ
の
本
を
見
た
と
考
え
難
い
。
そ
し
て
、
魚
玄
機
の
み
と
さ
れ
た
『
太
平
広
記
』、『
唐
才
子
伝
』、『
全
唐
詩
（
姓
名
下
小
伝
）』
に
は
温
飛
卿
の
条
も
あ
る
。
温
飛
卿
の
参
考
資
料
の
と
こ
ろ
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
鷗
外
は
執
筆
す
る
時
に
恐
ら
く
原
典
の
本
を
見
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
四
唐（六
一
八
〜
九
〇
七
年
）
五
代
（
九
〇
七
〜
九
六
〇
年
）
北
宋
（
九
六
〇
〜
一
一
二
七
年
）
南
宋
（
一
一
二
七
〜
一
二
七
九
年
）
元（一
二
七
一
〜
一
三
六
八
年
）
魚
玄
機
（
約
八
四
四
〜
八
七
一
年
）
①『
三
水
小
牘
』（
九
一
〇
）
②『
太
平
広
記
』（
九
七
七
〜
九
七
八
）
③『
続
談
助
』
④『
唐
詩
紀
事
』　
⑤『
南
部
新
書
』　
⑥『
北
夢
瑣
言
』
⑦『
全
唐
詩
話
』
⑧『
唐
才
子
伝
』
⑨『
全
唐
詩
（
姓
名
下
小
伝
）』
（
一
七
〇
五
〜
一
七
〇
六
）
⑩『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』（
一
八
九
九
）
（「
附
録
魚
玄
機
事
略
」
に
①
〜
⑨
を
言
及
か
引
用
）
清（一
六
三
六
〜
一
九
一
二
年
）
典
拠
類
似
類
似
引
用
略
し
て
引
用
唐（六
一
八
〜
九
〇
七
年
）
不
明
五
代
（
九
〇
七
〜
九
六
〇
年
）
北
宋
（
九
六
〇
〜
一
一
二
七
年
）
南
宋
（
一
一
二
七
〜
一
二
七
九
年
）
明（一
三
六
八
〜
一
六
四
四
年
）
⑪『
雪
浪
斎
日
記
』
温
飛
卿
（
約
八
一
二
〜
八
六
六
年
）
⑫『
玉
泉
子
』　　
　
　
　
　
⑬『
握
蘭
集
』（
温
飛
卿
著
）
⑭『
金
筌
集
』（
温
飛
卿
著
）　
⑭『
漢
南
真
稿
』（
温
飛
卿
著
）
⑯『
旧
唐
書
』（
九
四
五
年
）
⑰『
新
唐
書
』（
一
〇
四
三
〜
一
〇
六
〇
年
）　
⑱『
北
夢
瑣
言
』
⑲『
唐
詩
紀
事
』　
⑳『
六
一
詩
話
』　　
　
　
㉑『
南
部
新
書
』
㉒『
彦
周
詩
話
』
㉓『
滄
浪
詩
話
』　
㉔『
全
唐
詩
話
』　
㉕『
漁
隠
叢
話
』
㉖
三
山
老
人
語
録
㉗『
桐
薪
』
㉘『
温
飛
卿
詩
集
』
（
明
の
曾
益
が
編
集
し
た
。⑪
〜
㉗
を
言
及
か
引
用
）
引
用
表
一
魚
玄
機
に
関
す
る
原
典
書
籍
表
二
温
飛
卿
に
関
す
る
原
典
書
籍
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
五
鷗
外
の
蔵
書
『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』
は
、
葉
徳
輝
注
、
光
緒
二
五
年
（
一
八
九
九
年
）
の
本
で
あ
り
、『
温
飛
卿
詩
集
箋
注
』
は
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
年
）
廣
益
書
局
が
出
版
し
た
本
で
あ
る
。
鷗
外
の
小
説
「
魚
玄
機
」
を
原
典
資
料
と
比
較
し
て
み
る
と
、
温
飛
卿
に
つ
い
て
は
殆
ど
原
典
通
り
に
書
か
れ
た
が
、
魚
玄
機
に
つ
い
て
は
加
筆
が
多
い
。
ま
た
、
附
録
で
言
及
さ
れ
た
原
典
書
籍
の
関
係
は
、
表
一
、
表
二
の
よ
う
に
ま
と
め
、
諸
原
典
書
籍
を
右
か
ら
左
へ
年
代
順
に
整
理
し
た
同
時
に
、
矢
印
の
方
向
に
よ
っ
て
二
冊
の
関
係
を
表
示
し
た
。
例
え
ば
、
魚
玄
機
の
逸
話
に
関
し
て
、『
太
平
広
記
』
と
『
続
談
助
』
は
『
三
水
小
牘
』
を
引
用
、『
全
唐
詩
話
』
は
『
唐
詩
紀
事
』
に
類
似
、『
全
唐
詩
（
姓
名
下
小
伝
）』
は
『
唐
才
子
伝
』
を
典
拠
と
し
て
参
考
し
た
。
温
飛
卿
の
逸
話
に
関
し
て
、『
全
唐
詩
話
』
は
『
唐
詩
紀
事
』
に
類
似
、『
漁
隠
叢
話
』
は
『
雪
浪
斎
日
記
』
を
引
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
各
参
考
文
献
は
関
連
性
が
高
く
、
特
に
小
説
「
魚
玄
機
」
の
基
盤
を
構
築
し
た
『
太
平
広
記
』
と
『
続
談
助
』
に
お
け
る
魚
玄
機
の
逸
話
が
同
源
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
前
表
で
示
し
た
よ
う
に
、「
附
録
魚
玄
機
事
略
」
に
お
い
て
、
魚
玄
機
に
関
す
る
物
語
は
『
太
平
広
記
』
と
『
續
談
助
』
の
原
典
が
同
じ
『
三
水
小
牘
』
で
あ
る
。
し
か
し
、
魚
玄
機
の
家
柄
に
関
す
る
記
述
は
違
う
。『
太
平
広
記
』
で
は
「
唐
西
京
咸
宜
觀
女
道
士
魚
玄
機
字
幼
微
長
安
里
家
女
也
」
と
「
里
家
女
」
で
書
か
れ
た
が
、『
續
談
助
』
で
は
「
西
京
咸
宜
觀
女
道
士
魚
玄
機
字
幼
微
長
安
倡
家
女
也
」⑺
と
「
倡
家
女
」
に
な
っ
て
い
る
。「
附
録
魚
玄
機
事
略
」
に
記
録
さ
れ
た
魚
玄
機
の
出
身
は
以
上
の
二
箇
所
だ
け
で
あ
る
。
一
方
、
小
説
の
中
に
、「
魚
玄
機
の
生
れ
た
家
は
、
長
安
の
大
道
か
ら
横
に
曲
が
つ
て
行
く
小
さ
い
街
に
あ
つ
た
。
所
謂
狭
邪
の
地
で
ど
の
家
に
も
歌
女
を
養
つ
て
い
る
。
魚
家
も
其
倡
家
の
一
つ
で
あ
る
」
と
、
魚
玄
機
の
出
身
を
倡
家
と
設
定
し
た
。
鷗
外
研
究
に
お
い
て
、
魚
玄
機
が
倡
家
の
娘
と
い
う
こ
と
は
特
に
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
恐
ら
く
「
長
安
里
家
女
」
と
「
長
安
倡
家
女
」
を
同
一
視
し
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、「
里
」
と
い
う
漢
字
は
、
漢
の
時
代
か
ら
歴
代
字
典
の
集
大
成
と
さ
れ
た
字
典
『
康
煕
字
典
』（
康
煕
五
五
年
／
一
七
一
六
年
）
に
よ
る
と
、「
里
、
邑
也
」⑻
と
書
か
れ
、
行
政
区
画
の
一
種
で
あ
る
。「
長
安
里
家
女
」
と
い
う
の
は
、
倡
家
の
娘
で
は
な
く
、
長
安
の
町
娘
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
魚
玄
機
が
い
る
咸
宜
観
に
つ
い
て
、
一
八
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
唐
の
時
代
の
都
に
関
す
る
研
究
書
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
六
れ
て
い
る
。
咸
宜
観
は
長
安
の
親
仁
坊
の
南
西
部
に
あ
る
。
睿
宗
が
親
王
だ
っ
た
頃
の
邸
で
あ
り
、
玄
宗
は
こ
こ
で
帝
位
を
継
い
だ
。
開
元
初
年
、
昭
成
（
玄
宗
の
生
母
）、
肃
明
（
睿
宗
の
正
妻
）
両
皇
后
の
廟
に
な
り
、
儀
坤
廟
と
名
付
け
ら
れ
た
。
睿
宗
が
崩
御
し
た
後
、
昭
成
皇
后
は
皇
廟
に
移
り
、
肃
明
皇
后
は
こ
こ
に
残
っ
た
。
開
元
二
一
年
（
七
三
三
年
）、
肃
明
皇
后
も
皇
廟
に
入
り
、
こ
こ
が
肃
明
道
士
観
と
名
付
け
ら
れ
た
。
宝
応
元
年
（
七
六
二
年
）、
咸
宜
皇
女
が
こ
こ
に
入
道
し
、
南
安
邑
坊
の
太
真
女
道
士
観
と
名
を
交
換
し
て
、
咸
宜
女
道
士
観
と
名
付
け
ら
れ
た
。
南
安
邑
坊
の
太
真
女
道
士
観
は
肃
明
道
士
観
に
な
っ
た
。『
名
画
記
』
に
、「
咸
宜
観
に
は
呉
道
玄
、
解
倩
、
楊
廷
光
、
陳
の
画
が
あ
る
」。『
南
部
新
書
』
に
、「
長
安
の
士
大
夫
な
ど
の
貴
族
の
家
は
、
道
士
に
な
る
な
ら
咸
宜
観
に
入
る
」。
女
道
士
魚
玄
機
は
咸
宜
観
に
住
ん
で
い
た
そ
う
だ
。⑼
（
日
本
語
訳
は
論
者
に
よ
る
）
名
画
で
彩
ら
れ
、
皇
族
に
深
い
縁
が
あ
る
咸
宜
観
は
貴
族
が
入
道
す
る
上
位
候
補
で
あ
る
。
も
し
魚
玄
機
は
倡
家
の
娘
な
ら
、
咸
宜
観
に
入
る
こ
と
が
難
し
い
だ
ろ
う
。
鷗
外
は
恐
ら
く
咸
宜
観
の
こ
と
を
知
ら
な
い
が
、『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』
の
資
料
を
見
て
、「
里
家
女
」
と
「
倡
家
女
」
か
ら
、
魚
玄
機
の
出
自
を
倡
家
に
設
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
倡
家
と
い
う
の
は
「
歌
女
を
養
」
う
家
の
こ
と
で
あ
る
。
歌
女
た
ち
に
歌
や
音
楽
の
ほ
か
、
遊
女
の
仕
事
も
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
客
を
楽
し
ま
せ
て
金
を
稼
ぐ
。
魚
玄
機
が
詩
を
学
び
た
い
と
言
い
出
し
た
時
、
両
親
は
、「
他
日
此
子
を
揺
金
樹
に
し
よ
う
と
云
ふ
願
が
あ
」
り
、
魚
玄
機
の
こ
と
を
歌
女
と
変
わ
ら
ず
商
品
と
し
て
見
て
い
る
。
魚
家
は
人
商
売
の
倡
家
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
間
の
価
値
を
金
銭
で
測
っ
て
お
り
、
娘
の
魚
玄
機
に
対
し
て
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
、
魚
玄
機
と
温
飛
卿
が
初
め
て
会
っ
た
時
、「
初
め
妓
等
に
接
す
る
が
如
き
態
度
を
以
て
接
し
よ
う
と
し
た
温
は
、
覚
え
ず
容
を
改
め
た
。
さ
て
語
を
交
へ
て
見
て
、
温
は
直
に
玄
機
が
尋
常
の
女
で
な
い
こ
と
を
知
つ
た
」
と
、
温
飛
卿
は
魚
玄
機
か
ら
妓
等
、
倡
家
と
い
う
場
と
異
な
る
気
質
を
感
じ
た
。
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
七
そ
し
て
、
温
飛
卿
は
「
江
辺
柳
」
の
三
字
を
書
い
て
魚
玄
機
の
才
能
を
試
す
と
、
魚
玄
機
は
次
の
詩
を
書
い
た
。
賦
得
江
辺
柳
江
辺
の
柳
を
賦
し
得
た
り
翠
色
連
荒
岸
。
烟
姿
入
遠
楼
。
翠
色
荒
岸
に
連
り
、
烟
姿
遠
楼
に
入
る
。
影
鋪
秋
水
面
。
花
落
釣
人
頭
。
影
は
鋪
く
秋
水
の
面
、
花
は
落
つ
釣
人
の
頭
。
根
老
蔵
魚
窟
。
枝
低
繋
客
舟
。
根
老
い
て
魚
窟
を
蔵
し
、
枝
低
れ
て
客
舟
を
繋
ぐ
。
蕭
々
風
雨
夜
。
驚
夢
復
添
愁
。
蕭
々
た
る
風
雨
の
夜
、
夢
を
驚
か
し
復
た
愁
を
添
ふ
。⑽
第
一
句
か
ら
第
七
句
は
近
く
の
風
景
、
最
後
の
一
句
は
魚
玄
機
自
身
の
心
境
で
あ
る
。
翠
色
の
柳
が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
る
岸
で
あ
る
が
、「
荒
岸
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
魚
玄
機
は
、
現
在
の
生
活
に
不
満
を
感
じ
、
風
雨
の
夜
に
「
ま
た
愁
を
添
ふ
」
と
、
精
神
の
不
毛
を
嘆
い
て
い
る
。「
児
は
不
幸
に
し
て
未
だ
良
師
を
得
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
近
業
の
言
ふ
に
足
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
う
。
今
伯
楽
の
一
顧
を
得
て
、
奔
し
て
千
里
を
致
す
の
思
が
あ
り
ま
す
。
願
は
く
は
題
を
課
し
て
お
試
み
下
さ
い
」
と
温
飛
卿
に
指
導
を
願
う
魚
玄
機
は
「
良
驥
を
以
て
自
ら
比
」
し
、
温
飛
卿
を
自
分
の
才
能
を
認
め
る
伯
楽
と
信
じ
た
の
で
、
現
在
の
環
境
に
お
い
て
理
解
者
が
い
な
い
と
表
し
た
一
方
、
温
飛
卿
の
指
導
で
詩
の
才
能
を
伸
ば
し
た
こ
と
に
よ
り
、
心
が
満
た
せ
る
と
考
え
た
。
精
神
的
な
満
足
を
求
め
る
魚
玄
機
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
同
時
に
、
金
銭
で
人
を
価
値
づ
け
る
両
親
と
異
な
る
価
値
観
で
自
我
の
真
価
を
発
揮
す
る
魚
玄
機
の
試
み
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
八
三
、
性
に
目
覚
め
た
魚
玄
機
温
飛
卿
の
指
導
に
よ
り
、
詩
の
勉
強
を
す
る
魚
玄
機
は
、「
詩
名
を
求
め
る
念
が
漸
く
増
長
し
た
」。
玄
機
は
才
智
に
長
け
た
女
で
あ
つ
た
。
そ
の
詩
に
は
人
に
優
れ
た
剪
裁
の
工
が
あ
つ
た
。
温
を
師
と
し
て
詩
を
学
ぶ
こ
と
に
な
つ
て
か
ら
は
、
一
面
に
は
典
籍
の
渉
猟
に
努
力
し
、
一
面
に
は
字
句
の
錘
錬
に
苦
心
し
て
、
ほ
と
ん
ど
寝
食
を
忘
れ
る
程
で
あ
つ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
詩
名
を
求
め
る
念
が
漸
増
長
し
た
。
李
に
聘
せ
ら
れ
る
前
の
事
で
あ
る
。
あ
る
日
玄
機
は
崇
真
観
に
往
つ
て
、
南
楼
に
状
元
以
下
の
進
士
等
が
名
を
題
し
た
の
を
見
て
、
慨
然
と
し
て
詩
を
賦
し
た
。
遊
崇
真
観
南
楼
崇
真
観
の
南
楼
に
遊
び
、
覩
新
及
第
題
名
処
新
及
第
の
題
名
の
処
を
覩
る
。
雲
峯
満
目
放
春
晴
。
雲
峯
満
目
春
晴
を
放
つ
、
歴
々
銀
鈎
指
下
生
。
歴
歴
た
る
銀
鈎
指
下
に
生
ず
。
自
恨
羅
衣
掩
詩
句
。
自
ら
恨
む
羅
衣
の
詩
句
を
掩
ふ
を
、
挙
頭
空
羨
榜
中
名
。
頭
を
挙
げ
て
空
し
く
羨
む
榜
中
の
名
。
玄
機
が
女
子
の
形
骸
を
以
て
、
男
子
の
心
情
を
有
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
此
詩
を
見
て
も
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
其
形
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
九
骸
が
女
子
で
あ
る
か
ら
、
吉
士
を
懐
ふ
の
情
が
な
い
こ
と
は
な
い
。
只
そ
れ
は
蔓
草
が
木
の
幹
に
纏
ひ
附
か
う
と
す
る
や
う
な
心
で
あ
つ
て
、
房
帷
の
欲
で
は
な
い
。
玄
機
は
彼
が
あ
つ
た
か
ら
、
李
の
聘
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。
此
が
な
か
つ
た
か
ら
、
林
亭
の
夜
は
索
莫
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
記
の
詩
は
魚
玄
機
が
科
挙
で
合
格
し
た
進
士
た
ち
の
名
を
見
て
書
い
た
詩
で
あ
る
。
こ
の
漢
詩
に
つ
い
て
、
鷗
外
が
参
考
し
た
『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』
巻
末
の
「
附
録
魚
玄
機
事
略
」
で
は
、「
觀
其
志
意
激
切
，
使
作
男
子
，
必
為
有
用
之
才
。
識
者
頗
賞
憐
之
」⑾
と
、
志
と
才
能
を
持
つ
魚
玄
機
に
対
し
て
、
有
識
者
は
も
し
魚
玄
機
が
男
子
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
ら
、
必
ず
そ
の
才
能
を
生
か
せ
る
だ
ろ
う
と
憐
ん
だ
。「
玄
機
が
女
子
の
形
骸
を
以
て
、
男
子
の
心
情
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
詩
を
見
て
も
推
知
す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
温
飛
卿
に
師
事
し
て
詩
の
才
能
を
極
め
る
魚
玄
機
の
心
情
は
、「
口
吻
は
男
子
に
似
て
い
た
」
十
五
歳
の
少
女
魚
玄
機
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
鷗
外
は
「
吉
士
を
懐
ふ
の
情
が
な
い
こ
と
は
な
い
」
と
、
魚
玄
機
の
心
情
を
意
図
的
に
男
子
を
思
う
情
に
す
り
替
え
て
い
く
。「
蔓
草
が
木
の
幹
に
纏
ひ
附
か
う
と
す
る
よ
う
な
心
が
あ
」
る
か
ら
「
李
の
聘
に
応
じ
」、
房
帷
の
欲
で
は
な
い
」
か
ら
、「
林
亭
の
夜
は
索
莫
で
」
あ
る
魚
玄
機
は
、
男
子
の
よ
う
に
科
挙
を
通
し
て
詩
名
を
高
め
る
こ
と
を
諦
め
ざ
る
を
得
ず
、
蔓
草
の
よ
う
に
李
の
よ
う
な
「
吉
士
」
の
力
を
借
り
て
詩
名
を
高
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
温
飛
卿
に
師
事
し
た
こ
と
に
よ
り
、
魚
家
と
い
う
「
荒
岸
」
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
た
魚
玄
機
は
、
求
め
た
い
詩
名
の
た
め
に
、「
男
子
の
心
情
を
有
」
す
る
か
ら
男
子
を
思
う
心
情
に
変
化
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
の
後
、
魚
玄
機
は
咸
宜
観
に
入
り
、
道
家
の
中
気
真
術
を
修
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
性
に
目
覚
め
た
。
当
時
道
家
に
は
中
気
真
術
と
云
ふ
も
の
を
行
ふ
習
が
あ
つ
た
。
毎
月
朔
望
の
二
度
、
予
め
三
日
の
斎
を
し
て
、
所
謂
四
目
四
鼻
孔
云
々
の
法
を
修
す
る
の
で
あ
る
。
玄
機
は
る
べ
か
ら
ざ
る
規
律
の
下
に
こ
れ
を
修
す
る
こ
と
一
年
余
に
し
て
忽
然
悟
入
す
る
所
が
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
〇
あ
つ
た
。
玄
機
は
真
に
女
子
に
な
つ
て
、
李
の
林
亭
に
ゐ
た
日
に
知
ら
な
か
つ
た
事
を
知
つ
た
。
こ
れ
が
咸
通
二
年
の
春
の
事
で
あ
る
。
「
気
」
と
い
う
概
念
は
元
々
『
老
子
』
で
提
起
さ
れ
、
陰
陽
の
二
種
類
の
気
が
万
物
を
生
じ
て
和
を
成
す
理
想
な
状
態
を
推
奨
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
気
真
術
と
い
う
も
の
は
、『
老
子
』
や
『
荘
子
』
の
よ
う
な
道
教
経
典
に
記
録
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
仙
術
と
ほ
う
ぼ
く
し
道
教
を
ま
と
め
た
晋
代
の
著
書
『
抱
朴
子
』
に
書
か
れ
、
作
者
の
葛
洪
は
道
教
の
陰
陽
理
論
か
ら
、
男
性
が
女
性
か
ら
陽
を
採
り
、
女
性
が
男
性
か
ら
陰
を
採
り
、
気
を
増
す
た
め
に
房
中
術
を
唱
え
た
。
ま
た
、
鷗
外
が
描
写
し
た
中
気
真
術
に
類
似
の
表
現
は
唐
の
時
代
の
「
笑
道
論
」
と
い
う
文
章
に
あ
る
。
三
十
五
、
道
士
の
合
炁
（
論
者
注：
「
炁
」
は
道
家
が
使
う
「
気
」
の
変
体
字
）
の
法
の
こ
と
『
真
人
内
朝
律
』
に
い
う
。「
真
人
が
い
わ
れ
た
。
す
べ
て
の
男
女
は
、
月
の
つ
い
た
ち
と
十
五
日
が
や
っ
て
く
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
三
日
の
斎
を
行
い
、
私
室
に
入
り
、
師
の
も
と
に
出
か
け
る
。
功
徳
を
た
て
て
、
陰
陽
な
ら
び
進
み
、
昼
夜
の
六
時
に
わ
た
っ
て
…
…
」。
こ
の
よ
う
な
猥
雑
な
言
葉
は
耳
に
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
。（
中
略
）
臣
は
笑
っ
て
い
う
。
臣
は
二
十
歳
の
と
き
、
道
術
に
あ
こ
が
れ
、
道
觀
で
学
ん
だ
。
ま
ず
黄
書
合
炁
の
術
、
三
五
七
九
男
女
交
接
の
道
を
教
え
ら
れ
た
。（
男
女
が
向
き
合
っ
て
）
四
つ
の
目
と
二
つ
の
舌
が
正
対
し
、
道
の
実
践
の
か
な
め
は
丹
田
に
あ
る
。
実
践
す
る
も
の
は
、
厄
を
は
ら
い
、
寿
命
を
の
ば
す
の
だ
と
か
。
夫
に
妻
を
取
り
か
え
さ
せ
、
た
だ
肉
欲
の
み
を
第
一
と
す
る
。
父
や
兄
が
前
に
立
っ
て
い
て
も
羞
恥
心
も
な
く
、
み
ず
か
ら
中
炁
真
術
と
称
し
て
い
る
。
今
日
の
道
士
は
常
に
こ
の
方
法
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
で
道
を
求
め
る
と
は
、
な
ん
と
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
る
。⑿
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
一
こ
の
「
笑
道
論
」
と
い
う
文
章
は
、
道
教
を
貶
し
、
仏
教
を
持
ち
上
げ
る
傾
向
が
全
体
的
に
窺
え
る
た
め
、
大
淵
忍
爾
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
所
謂
る
護
教
家
の
記
述
に
は
往
々
に
し
て
相
手
側
を
こ
と
さ
ら
に
誣
う
る
傾
向
が
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
十
全
の
信
用
を
置
き
難
い
場
合
が
多
い
が
、
男
女
合
気
之
術
を
房
中
術
の
一
展
開
と
見
る
こ
と
に
は
お
そ
ら
く
議
論
が
あ
る
ま
い
。
房
中
術
は
漢
書
芸
文
志
で
は
神
僊
と
並
ん
で
方
伎
の
一
種
と
さ
れ
、
独
立
し
て
取
扱
つ
て
い
る
が
、
抱
朴
子
に
至
る
と
明
ら
か
に
仙
術
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。⒀
房
中
術
と
い
う
も
の
は
、
漢
の
時
代
（
紀
元
前
二
〇
二
〜
二
二
〇
年
）
で
は
医
学
の
一
種
と
し
て
扱
わ
れ
た
が
、
晋
の
『
抱
朴
子
』
に
至
っ
て
、
仙
術
と
し
て
扱
わ
れ
、
道
教
と
融
合
し
よ
う
と
し
た
。
唐
時
代
に
房
中
術
は
男
女
の
修
行
の
一
環
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。し
か
し
、
唐
時
代
に
房
中
術
が
存
在
し
た
と
は
言
え
、
道
教
の
修
行
と
言
い
難
い
。
小
説
で
「
唐
の
代
に
は
道
教
が
盛
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
道
士
等
が
王
室
の
李
姓
で
あ
る
の
を
奇
貨
と
し
て
、
老
子
を
先
祖
だ
と
言
い
做
し
、
老
君
に
仕
う
る
こ
と
宗
廟
に
仕
う
る
が
如
く
な
ら
し
め
た
た
め
で
あ
る
」
と
書
か
れ
た
よ
う
に
、
唐
の
時
代
に
お
い
て
、
道
教
と
道
士
が
優
位
に
立
っ
て
い
る
。
王
永
平
氏
は
、
唐
の
時
代
の
道
士
は
政
府
に
認
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
認
証
さ
れ
た
ら
、
徭
役
、
税
金
、
兵
役
が
免
除
さ
れ
る
。
も
し
道
士
を
辞
め
た
ら
、
戸
籍
が
宗
正
寺
に
入
り
、
皇
室
、
王
室
の
待
遇
が
得
ら
れ
る
と
、
唐
時
代
の
道
士
の
待
遇
が
非
常
に
高
い
と
指
摘
し
た
⒁
。
そ
の
一
方
、
九
六
一
年
出
版
の
古
書
『
唐
会
要
』
で
は
、
八
二
一
年
の
法
律
に
お
い
て
、
道
士
に
な
り
た
い
人
は
道
教
経
典
『
老
子
』
と
、『
度
人
経
』
か
『
黄
庭
経
』
の
い
ず
れ
か
を
暗
記
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
た
⒂
。
つ
ま
り
、
教
育
が
受
け
ら
れ
る
貴
族
や
富
裕
層
以
外
は
、
道
士
に
な
る
こ
と
が
難
し
い
。
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
二
ま
た
、
王
永
平
氏
は
唐
時
代
の
道
士
の
実
態
に
つ
い
て
、「
道
士
の
待
遇
が
高
い
と
同
時
に
入
道
す
る
条
件
が
厳
し
い
の
で
、
国
の
認
証
が
な
い
道
士
、
女
道
士
が
存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
偽
道
士
、
偽
女
道
士
は
名
義
上
が
道
士
と
な
っ
て
い
る
が
、
道
士
観
で
生
活
し
て
お
ら
ず
、
道
教
の
規
律
も
受
け
て
い
な
い
。
道
教
経
典
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
「
在
宅
道
士
」
と
呼
ぶ
」⒃
と
、
国
に
認
証
さ
れ
た
道
士
観
で
生
活
す
る
道
士
、
女
道
士
以
外
に
、
認
証
さ
れ
ず
に
道
士
を
自
称
す
る
在
宅
道
士
が
存
在
す
る
と
述
べ
た
。
お
そ
ら
く
、
道
教
と
仙
術
と
医
学
を
融
合
し
た
中
気
真
術
と
い
う
修
行
は
こ
の
在
宅
道
士
た
ち
が
修
行
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
魚
玄
機
は
咸
通
元
年
、
八
六
〇
年
に
、
皇
室
と
深
い
縁
が
あ
る
咸
宜
観
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
魚
玄
機
は
詩
人
で
あ
る
の
で
、
道
教
経
典
を
暗
記
し
た
国
認
証
の
女
道
士
と
見
て
も
よ
か
ろ
う
。
魚
玄
機
は
咸
宜
観
で
中
気
真
術
の
修
行
を
し
た
こ
と
が
考
え
づ
ら
い
。
そ
し
て
、
鷗
外
が
参
考
し
た
「
附
録
魚
玄
機
事
略
」
に
、
魚
玄
機
は
綠
翹
と
客
の
関
係
を
疑
い
、
綠
翹
に
問
い
詰
め
た
こ
と
に
対
し
て
、
綠
翹
は
以
下
の
よ
う
に
言
っ
た
。
（
引
用
者
注：
綠
翹
）
曰
、「
鍊
師
欲
求
三
清
長
生
之
道
，
而
未
能
忘
解
珮
薦
枕
之
歡
，
反
以
沈
猜
，
厚
誣
貞
正
，
翹
今
必
斃
於
毒
手
矣
，
無
天
則
無
所
訴
，
若
有
，
誰
能
抑
我
疆
魂
。
誓
不
蠢
蠢
於
冥
冥
之
中
，
縱
爾
淫
佚
。」⒄
緑
翹
は
、
魚
玄
機
は
道
士
で
あ
り
な
が
ら
、
男
女
の
情
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
罪
の
な
い
自
分
に
濡
れ
衣
を
着
せ
た
と
叱
責
し
た
。
こ
の
記
述
か
ら
見
て
も
、
魚
玄
機
は
咸
宜
観
で
中
気
真
術
を
修
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
一
文
を
読
ん
だ
鷗
外
も
当
然
に
知
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、「
魚
玄
機
」
の
世
界
に
お
い
て
、
鷗
外
は
意
図
的
に
伝
統
的
な
道
教
か
ら
離
れ
、
仙
術
、
方
術
、
民
間
信
仰
に
偏
っ
た
道
教
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
で
は
、
鷗
外
は
な
ぜ
中
気
真
術
が
修
行
で
き
る
よ
う
な
道
教
世
界
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
魚
玄
機
」
に
お
い
て
、
最
初
に
「
趙
が
道
書
を
授
け
る
と
、
玄
機
は
喜
ん
で
こ
れ
を
読
ん
だ
。
此
女
の
為
に
は
経
を
講
じ
史
を
読
む
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
三
の
は
、
家
常
の
茶
飯
で
あ
る
か
ら
、
道
家
の
言
が
却
つ
て
そ
の
新
を
趁
ひ
奇
を
求
め
る
心
を
悦
ば
し
め
た
の
で
あ
る
」
と
、
道
教
の
知
識
を
一
心
に
勉
強
す
る
純
粋
な
魚
玄
機
は
、
仙
術
、
方
術
を
取
り
込
ん
だ
中
気
真
術
の
修
行
を
通
し
て
「
真
に
女
子
に
な
」
り
、
初
め
て
情
欲
を
知
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
れ
な
い
の
は
、「
当
時
道
家
に
は
中
気
真
術
と
云
ふ
も
の
を
行
ふ
習
が
あ
つ
た
。
毎
月
朔
望
の
二
度
、
予
め
三
日
の
斎
を
し
て
、
所
謂
四
目
四
鼻
孔
云
々
の
法
を
修
す
る
の
で
あ
る
」
と
書
か
れ
た
よ
う
に
、
中
気
真
術
が
「
魚
玄
機
」
の
世
界
で
道
教
の
修
行
法
の
一
種
と
し
て
正
当
化
さ
れ
て
お
り
、
魚
玄
機
は
「
る
べ
か
ら
ざ
る
規
律
」
に
従
っ
た
だ
け
と
な
っ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
鷗
外
が
こ
の
よ
う
な
道
教
世
界
を
作
っ
た
の
は
、「
李
の
聘
に
応
じ
」
た
の
も
詩
名
の
た
め
で
あ
り
、
詩
に
一
心
す
る
魚
玄
機
に
新
し
い
生
の
形
を
合
理
的
に
提
示
す
る
か
ら
で
あ
る
の
だ
ろ
う
。
四
、
魚
玄
機
が
求
む
も
の
魚
玄
機
は
性
に
目
覚
め
た
直
後
、
同
じ
く
女
道
士
の
采
蘋
と
「
対
食
」
し
て
い
た
。
玄
機
は
共
に
修
行
す
る
女
道
士
中
の
稍
文
字
あ
る
一
人
と
親
し
く
な
つ
て
、
こ
れ
と
寝
食
を
同
じ
う
し
、
こ
れ
に
心
胸
を
披
瀝
し
た
。
此
女
は
名
を
采
蘋
と
云
つ
た
。
或
る
日
玄
機
が
采
蘋
に
書
い
て
遣
つ
た
詩
が
あ
る
。
贈
隣
女
隣
の
女
に
贈
る
羞
日
遮
羅
袖
。
日
を
羞
ぢ
て
羅
袖
を
遮
り
、
愁
春
懶
起
粧
。
春
を
愁
ひ
て
起
粧
に
懶
し
。
易
求
無
価
宝
。
無
価
の
宝
を
求
む
る
こ
と
は
易
き
も
、
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
四
難
得
有
心
郎
。
有
心
の
郎
を
得
る
こ
と
は
難
し
。
枕
上
潜
垂
涙
。
枕
上
潜
に
涙
を
垂
れ
、
花
間
暗
断
腸
。
花
間
暗
に
腸
を
断
つ
。
自
能
窺
宋
玉
。
自
ら
能
く
宋
玉
を
窺
ふ
、
何
必
恨
王
昌
。
何
ぞ
必
ず
し
も
王
昌
を
恨
ま
ん
。
采
蘋
は
体
が
小
く
て
軽
率
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
年
が
十
六
で
、
も
う
十
九
に
な
つ
て
ゐ
る
玄
機
よ
り
は
少
い
の
で
、
始
終
沈
重
な
玄
機
に
制
馭
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
二
人
で
争
ふ
と
、
い
つ
も
采
蘋
が
負
け
て
泣
い
た
。
さ
う
云
う
事
は
日
毎
に
あ
つ
た
。
し
か
し
二
人
は
直
に
又
和
睦
す
る
。
女
道
士
仲
間
で
は
、
か
う
云
ふ
風
に
親
し
く
す
る
の
を
対
食
と
名
づ
け
て
、
傍
か
ら
揶
揄
す
る
。
そ
れ
に
は
羨
と
妬
と
も
交
じ
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
先
行
研
究
が
言
及
し
た
よ
う
に
、
采
蘋
と
い
う
名
の
女
道
士
は
「
附
録
魚
玄
機
事
略
」
に
現
れ
て
お
ら
ず
、
鷗
外
の
虚
構
で
あ
る
。
魚
玄
機
と
采
蘋
の
関
係
を
「
対
食
」
と
関
係
づ
け
た
根
拠
と
し
て
鷗
外
は
魚
玄
機
の
漢
詩
「
贈
隣
女
」
を
引
用
し
、「
隣
女
」
を
采
蘋
と
設
定
し
た
。
尾
形
仂
氏
は
「
そ
の
采
蘋
が
塑
像
造
り
の
工
人
と
観
を
駆
け
落
ち
し
、
そ
の
こ
と
が
玄
機
の
男
を
求
め
る
心
に
火
を
つ
け
る
契
機
と
な
っ
た
」⒅
と
采
蘋
の
物
語
上
の
役
割
を
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
采
蘋
と
魚
玄
機
の
接
し
方
で
あ
る
。
采
蘋
は
魚
玄
機
よ
り
若
い
の
で
、「
始
終
沈
重
な
玄
機
に
制
馭
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
二
人
で
争
ふ
と
、
い
つ
も
采
蘋
が
負
け
て
泣
い
た
」
と
書
か
れ
た
よ
う
に
、
気
強
い
魚
玄
機
は
采
蘋
と
の
関
係
で
始
終
優
位
に
い
る
。「
易
求
無
価
宝
。
難
得
有
心
郎
」
と
有
心
の
男
が
無
価
の
宝
よ
り
得
難
い
と
思
っ
た
魚
玄
機
は
女
の
同
性
愛
に
転
じ
た
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
宋
玉
は
美
男
子
、
王
昌
は
「
唐
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
五
代
の
詩
に
よ
く
使
わ
れ
る
人
物
で
」、「
結
婚
前
に
女
の
家
の
東
隣
に
住
ん
で
い
た
男
で
、
金
持
ち
で
な
い
男
、
女
の
初
恋
の
相
手
」⒆
で
あ
る
。
小
説
に
お
け
る
「
自
能
窺
宋
玉
、
何
必
恨
王
昌
」
は
、
李
を
王
昌
に
例
え
、
采
蘋
を
宋
玉
に
例
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
縦
令
二
親
は
寛
仮
す
る
に
し
て
も
、
女
伴
の
侮
を
受
け
る
に
堪
え
な
い
」
と
李
に
侮
辱
を
受
け
た
と
考
え
た
魚
玄
機
は
、
現
に
采
蘋
が
い
る
の
で
、
李
を
恨
む
必
要
が
な
い
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
李
か
ら
受
け
た
侮
辱
が
采
蘋
に
よ
っ
て
消
さ
れ
、
李
に
捨
て
ら
れ
た
喪
失
感
も
采
蘋
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
魚
玄
機
と
采
蘋
の
同
性
愛
に
つ
い
て
、
二
人
の
関
係
性
は
詳
し
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
中
気
真
術
に
よ
っ
て
性
に
目
覚
め
た
魚
玄
機
は
、
采
蘋
と
の
関
係
に
お
い
て
、
肉
体
的
な
性
欲
と
い
う
よ
り
、
精
神
的
な
情
愛
の
心
が
適
切
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
性
と
情
を
明
確
に
区
別
し
て
い
な
い
。
魚
玄
機
に
と
っ
て
、
采
蘋
と
の
関
係
は
新
し
い
人
間
関
係
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
、
情
愛
に
よ
っ
て
満
足
感
を
獲
得
す
る
と
い
う
新
し
い
生
の
形
が
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
采
蘋
が
「
趙
の
所
で
塑
像
を
造
つ
て
ゐ
た
旅
の
工
人
が
、
暇
を
告
げ
て
去
つ
た
の
と
同
時
」
に
失
踪
し
て
か
ら
、
客
と
の
謔
浪
に
耽
っ
て
い
た
魚
玄
機
は
心
が
晴
れ
ず
、
温
飛
卿
に
詩
を
送
っ
た
。
客
と
共
に
謔
浪
し
た
玄
機
は
、
客
の
散
じ
た
後
に
、
怏
々
と
し
て
楽
ま
な
い
。
夜
が
更
け
て
も
眠
ら
ず
に
、
目
に
涙
を
湛
へ
て
ゐ
る
。
さ
う
云
ふ
夜
旅
中
の
温
に
寄
せ
る
詩
を
作
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
寄
飛
卿
飛
卿
に
寄
す
砌
乱
蛩
鳴
。
砌
に
乱
蛩
鳴
き
、
庭
柯
烟
露
清
。
砌
庭
柯
に
烟
露
清
し
。
月
中
隣
楽
響
。
砌
月
中
に
隣
楽
響
き
、
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
六
楼
上
遠
山
明
。
砌
楼
上
に
遠
山
明
か
な
り
。
珍
簟
涼
風
到
。
砌
珍
簟
に
涼
風
到
り
、
瑶
琴
寄
恨
生
。
砌
瑶
琴
に
寄
恨
生
ず
。
君
懶
書
札
。
砌
君
書
札
に
懶
し
、
底
物
慰
秋
情
。
砌
底
物
か
秋
情
を
慰
め
ん
。
玄
機
は
詩
筒
を
発
し
た
後
、
日
夜
温
の
書
の
来
た
る
の
を
待
つ
た
。
さ
て
日
を
経
て
温
の
書
が
来
る
と
、
玄
機
は
失
望
し
た
や
う
に
見
え
た
。
こ
れ
は
温
の
書
の
罪
で
は
な
い
。
玄
機
は
求
む
る
所
の
も
の
が
あ
つ
て
、
自
ら
そ
の
何
物
な
る
か
を
知
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
魚
玄
機
は
寂
し
さ
の
ゆ
え
に
「
君
懶
書
札
、
底
物
慰
秋
情
」
と
温
飛
卿
の
書
を
希
っ
た
。
温
の
返
書
は
恐
ら
く
詩
の
指
導
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
失
望
し
た
や
う
に
見
え
た
」
魚
玄
機
に
と
っ
て
、
詩
の
指
導
だ
け
で
は
満
足
で
き
な
い
だ
ろ
う
。「
詩
名
を
求
め
」、
芸
術
を
求
め
た
魚
玄
機
は
、「
詩
名
が
次
第
に
高
く
な
っ
た
」
が
、「
求
む
る
所
の
も
の
が
あ
つ
て
、
自
ら
そ
の
何
物
な
る
か
を
知
ら
ぬ
の
で
あ
る
」
と
詩
か
、
情
か
、
何
を
求
め
た
い
か
を
迷
い
始
め
た
。
す
な
わ
ち
、
情
愛
を
内
包
す
る
生
が
芸
術
に
と
っ
て
の
意
味
を
迷
う
魚
玄
機
は
、
生
が
芸
術
を
成
長
さ
せ
る
た
め
の
も
の
と
意
識
し
て
い
な
い
の
で
、
彼
女
の
内
面
に
お
け
る
芸
術
と
生
が
統
合
で
き
て
お
ら
ず
、
芸
術
を
目
指
す
一
心
か
ら
、
求
め
る
も
の
を
見
失
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
温
飛
卿
は
こ
の
時
点
で
魚
玄
機
の
詩
の
変
化
に
気
づ
い
て
い
た
。
陳
は
時
々
旅
行
す
る
こ
と
が
あ
る
。
玄
機
は
さ
う
云
ふ
時
に
も
客
を
迎
へ
ず
に
、
籠
居
し
て
多
く
詩
を
作
り
、
そ
れ
を
温
に
送
つ
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
七
て
政
を
乞
う
た
。
温
は
此
詩
を
受
け
て
読
む
毎
に
、
語
中
に
閨
人
の
柔
情
が
漸
く
多
く
、
道
家
の
逸
思
が
ほ
と
ん
ど
無
い
の
を
見
て
、
訝
し
げ
に
首
を
傾
け
た
。
玄
機
が
李
の
妾
に
な
つ
て
、
幾
も
な
く
李
と
別
れ
、
咸
宜
観
に
入
つ
て
女
道
士
に
な
つ
た
顛
末
は
、
悉
く
李
の
口
か
ら
温
の
耳
に
入
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
魚
玄
機
の
詩
に
対
し
、
温
飛
卿
は
「
こ
の
詩
を
受
け
て
読
む
毎
に
、
語
中
に
閨
人
の
柔
情
が
漸
く
多
」
い
と
、
情
愛
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
魚
玄
機
の
新
し
い
詩
の
形
を
感
じ
た
。
魚
玄
機
が
李
の
妾
に
な
っ
た
前
か
ら
彼
女
を
知
っ
て
い
た
温
飛
卿
は
、
魚
玄
機
の
人
生
の
顛
末
を
知
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
魚
玄
機
の
生
の
軌
跡
は
既
に
彼
女
の
詩
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
魚
玄
機
が
逮
捕
さ
れ
た
後
、
以
下
の
よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
。
李
億
を
始
と
し
て
、
曾
て
玄
機
を
識
つ
て
ゐ
た
朝
野
の
人
士
は
、
皆
其
才
を
惜
ん
で
救
は
う
と
し
た
。
只
温
岐
一
人
は
方
城
の
吏
に
な
つ
て
、
遠
く
京
師
を
離
れ
て
ゐ
た
の
で
、
玄
機
が
た
め
に
力
を
致
す
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
京
兆
の
尹
は
、
事
が
余
り
に
あ
ら
わ
に
な
つ
た
の
で
、
法
を
枉
げ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
つ
た
。
立
秋
の
頃
に
至
つ
て
、
遂
に
懿
宗
に
上
奏
し
て
、
玄
機
を
斬
に
処
し
た
。
典
拠
で
は
、「
而
朝
士
多
為
言
者
、
府
乃
表
列
上
、
至
秋
竟
戮
之
」⒇
、
朝
野
の
人
士
は
魚
玄
機
を
救
お
う
と
し
た
た
め
、
京
兆
の
尹
は
帝
に
事
情
を
報
告
し
た
が
、
秋
に
な
っ
て
遂
に
玄
機
を
斬
に
処
し
た
と
、
京
兆
の
尹
は
魚
玄
機
の
判
決
を
決
断
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
小
説
で
は
、「
京
兆
の
尹
は
、
事
が
余
り
に
あ
ら
わ
に
な
つ
た
の
で
、
法
を
枉
げ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
つ
た
」
と
、
魚
玄
機
の
才
能
を
惜
し
む
李
億
を
始
め
と
し
た
朝
野
の
人
と
対
比
的
に
、
魚
玄
機
を
断
罪
し
た
京
兆
の
尹
が
書
か
れ
た
。
緑
翹
殺
し
の
事
件
に
お
い
て
、
才
能
を
惜
し
む
側
と
殺
人
罪
で
罰
す
る
側
と
で
対
峙
し
て
い
る
。
最
後
の
魚
玄
機
像
が
魚
玄
機
の
詩
才
と
魚
玄
機
の
殺
人
罪
に
分
か
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
八
れ
た
よ
う
に
、
芸
術
家
の
才
能
と
芸
術
家
の
実
生
活
を
め
ぐ
る
生
が
一
体
化
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
魚
玄
機
は
「
求
む
る
所
の
も
の
」
が
何
か
、
最
後
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
帝
も
宰
相
も
其
才
を
愛
し
な
が
ら
、
其
人
を
鄙
ん
だ
」
と
し
て
書
か
れ
た
温
飛
卿
は
結
末
に
左
遷
さ
れ
て
死
ん
だ
。
此
時
徐
商
と
楊
収
と
が
宰
相
に
列
し
て
ゐ
て
、
徐
は
温
を
庇
護
し
た
が
楊
が
聴
か
ず
に
、
温
を
方
城
に
遣
つ
て
吏
務
に
服
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
其
制
辞
は
「
孔
門
以
徳
行
為
先
、
文
章
為
末
、
爾
既
徳
行
無
取
、
文
章
何
以
称
焉
、
徒
負
不
羈
之
才
、
罕
有
適
時
之
用
」
と
云
ふ
の
で
あ
つ
た
。
温
は
後
に
隋
県
に
遷
さ
れ
て
死
ん
だ
。
子
の
憲
も
弟
の
庭
皓
も
、
咸
通
中
に
官
に
擢
で
ら
れ
た
が
、
庭
皓
は
龐
勛
の
乱
に
、
徐
州
で
殺
さ
れ
た
。
玄
機
が
斬
ら
れ
て
か
ら
三
月
の
後
の
事
で
あ
る
。
温
飛
卿
が
左
遷
さ
れ
た
制
辞
で
は
「
孔
門
以
徳
行
為
先
、
文
章
為
末
、
爾
既
徳
行
無
取
、
文
章
何
以
称
焉
、
徒
負
不
羈
之
才
、
罕
有
適
時
之
用
」
と
、
温
の
才
能
と
人
格
の
不
相
応
を
訴
え
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
魚
玄
機
と
も
呼
応
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
五
、
お
わ
り
に
魚
玄
機
の
詩
が
小
説
「
魚
玄
機
」
全
編
に
何
箇
所
か
引
用
さ
れ
た
よ
う
に
、
彼
女
の
生
は
芸
術
と
区
別
視
で
き
な
い
。
少
女
時
代
に
純
粋
に
芸
術
に
専
念
し
た
魚
玄
機
は
、「
中
気
真
術
」
を
修
行
す
る
道
教
世
界
で
性
と
情
が
目
覚
め
た
こ
と
に
よ
り
、
生
の
体
験
が
豊
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
情
事
を
何
回
も
経
験
し
た
魚
玄
機
は
、
情
に
圧
倒
さ
れ
、
悲
劇
を
招
い
た
。
小
説
「
魚
玄
機
」
に
お
い
て
、
芸
術
家
に
と
っ
て
の
芸
術
と
生
の
関
係
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鷗
外
は
大
正
四
年
五
月
十
四
日
、「
魚
玄
機
」
を
発
表
し
た
二
ヶ
月
前
に
、「
二
人
の
友
」
と
題
す
る
小
説
を
雑
誌
『
Ａ
Ｒ
Ｓ
』
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
一
九
第
一
巻
第
三
号
に
掲
載
し
た
。「
二
人
の
友
」
で
は
、「
私
」
は
知
識
人
の
Ｆ
君
が
童
貞
だ
と
知
っ
た
の
で
、
Ｆ
君
が
性
欲
を
制
し
て
い
る
と
判
断
し
、
距
離
が
急
接
近
す
る
。
そ
の
後
、
一
つ
の
言
語
を
深
く
知
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
る
学
問
観
の
差
異
に
よ
っ
て
、
次
第
に
疎
遠
に
な
っ
て
い
く
。
鷗
外
に
と
っ
て
、
芸
術
家
に
関
す
る
性
と
情
を
含
む
生
と
芸
術
の
関
係
が
鷗
外
文
学
の
課
題
で
あ
る
。
※
本
文
引
用：
『
鷗
外
全
集
』
第
一
六
巻
、
岩
波
書
店
、
昭
和
四
八
年
二
月
。
な
お
、
全
て
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
新
字
に
改
め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。
「
附
録
魚
玄
機
事
略
」
に
お
け
る
句
読
点
は
引
用
者
が
付
け
た
。
注⑴
金
子
幸
代
、「
歴
史
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
・『
安
井
夫
人
』
│
│
〈
新
し
い
女
〉
と
モ
ン
ナ
・
ワ
ン
ナ
│
│
」、『
鷗
外
と
〈
女
性
〉
│
│
森
鷗
外
論
究
│
│
』、
大
東
出
版
社
、
平
成
四
年
一
一
月
。（
初
出：
「
森
鷗
外
『
安
井
夫
人
』
論
│
│
〈
新
し
い
女
〉
と
モ
ン
ナ
・
ワ
ン
ナ
│
│
」、『
文
教
大
学
国
文
』
第
一
五
号
、
昭
和
六
一
年
三
月
。）
⑵
尾
形
仂
、「「
魚
玄
機
」
と
 
新
し
い
女

た
ち
」、『
鷗
外
の
歴
史
小
説
史
料
と
方
法
』、
岩
波
書
店
、
平
成
一
四
年
八
月
、
二
七
八
〜
二
八
四
頁
。（
初
版
は
昭
和
五
四
年
一
二
月
、
筑
摩
書
房
よ
り
刊
行
）。
⑶
注
⑵
に
同
じ
、
二
七
〇
〜
二
七
一
、
二
八
六
頁
。
⑷
岡
村
あ
ず
さ
、「
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
│
才
女
に
向
け
ら
れ
た
二
つ
の
眼
差
し
ー
」、『
国
文
目
白
』
第
五
三
号
、
平
成
二
六
年
二
月
、
一
四
〇
頁
。
⑸
山
崎
一
穎
、「『
魚
玄
機
』
論
」、『
国
文
学
研
究
』
第
二
九
号
、
昭
和
三
九
年
三
月
、
一
〇
八
〜
一
一
〇
頁
。
⑹
例
え
ば
、「
鷗
外
漁
史
と
は
誰
ぞ
」（『
福
岡
日
日
新
聞
』、
明
治
三
三
年
一
月
）
に
荘
子
の
「
虚
舟
の
譬
」
を
引
用
し
た
。
⑺
葉
徳
輝
注
、「
附
録
魚
玄
機
事
略
」、『
唐
女
郎
魚
玄
機
詩
』、
禮
居
藏
宋
臨
安
府
棚
北
睦
親
坊
南
陳
宅
書
籍
鋪
印
本
景
刊
、
光
緒
二
五
年
、
一
〜
二
頁
。
⑻
『
校
正
康
煕
字
典
』、
芸
文
印
書
館
、
昭
和
四
八
年
年
一
二
月
、
二
九
三
〇
頁
。
⑼
徐
松
著
、
李
健
超
編
、『
增
订
唐
京
城
坊
考
（
修
订
版
）』、
三
秦
出
版
社
、
平
成
十
八
年
八
月
、
九
六
頁
。（
初
版：
嘉
庆
十
五
年
（
一
八
一
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
二
〇
〇
年
））
原
文：
西
南
隅
，
咸
宜
女
冠
观
。
睿
宗
在
藩
之
第
，
明
皇
升
于
此
。
元
初
，
置
昭
成
、
肃
明
二
皇
后
庙
，
谓
之
仪
坤
庙
。
睿
宗
升
遐
，
昭
成
入
太
庙
，
而
肃
明
留
于
此
。
元
二
十
一
年
，
肃
明
皇
后
亦
衬
入
太
庙
，
遂
为
肃
明
道
士
观
。
宝
应
元
年
，
咸
宜
公
主
入
道
，
与
太
真
观
换
名
焉
。《
名
画
记
》：
咸
宜
观
有
道
玄
、
解
倩
、
杨
廷
光
、
陈
闳
画
。《
南
部
新
书
》：
长
安
士
大
夫
之
家
，
入
道
尽
在
咸
宜
。
按
女
道
土
鱼
玄
机
住
咸
宜
观
。
⑽
本
論
文
に
お
け
る
魚
玄
機
の
漢
詩
の
書
き
下
し
文
は
全
て
『
山
椒
大
夫
・
高
瀬
舟
他
四
編
』（
岩
波
書
店
、
平
成
二
八
年
二
月
第
一
九
刷
）
か
ら
引
用
し
た
。
以
下
の
注
は
省
略
す
る
。
⑾
注
⑺
に
同
じ
、
三
頁
。
⑿
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
「
六
朝
・
隋
唐
時
代
の
道
仏
論
争
」
研
究
班
、「「
笑
道
論
」
訳
注
」、『
東
方
学
報
』
第
六
〇
号
、
昭
和
六
三
年
三
月
、
五
一
九
、
六
七
七
、
六
七
八
頁
。
原
文：
三
十
五
道
士
合
炁
法
。
真
人
内
朝
律
云
。
真
人
曰
。
凡
男
女
至
朔
望
日
。
先
齋
三
日
。
入
私
房
。
詣
師
所
立
功
德
。
陰
陽
并
進
。
日
夜
六
時
。
此
諸
猥
雜
不
可
聞
說
。（
略
）
臣
笑
曰
。
臣
年
二
十
之
時
。
好
道
術
。
就
觀
學
。
先
教
臣
黄
書
合
炁
三
五
七
九
男
女
交
接
之
道
。
四
目
舌
正
对
。
行
道
在
于
丹
田
。
有
行
者
。
度
厄
延
年
。
教
夫
易
婦
。
惟
色
為
初
。
父
兄
立
前
。
不
知
羞
耻
。
自
称
中
炁
真
術
。
今
道
士
常
行
此
法
。
以
之
求
道
。
有
所
未
詳
。
⒀
大
淵
忍
爾
、「
五
斗
米
道
の
教
法
に
つ
い
て
（
下
）
│
老
子
想
爾
を
中
心
と
し
て
│
」、『
東
洋
学
報
』
第
四
九
巻
第
四
号
、
昭
和
四
二
年
三
月
、
九
八
頁
。
⒁
王
永
平
、『
道
教
与
唐
代
社
会
』、
首
都
师
范
大
学
出
版
社
、
平
成
一
四
年
、
一
九
九
頁
。
原
文
「
唐
代
实
行
度
牒
制
度
，
持
有
祠
部
颁
发
度
牒
的
道
士
，
方
为
正
名
道
士
，
获
得
度
牒
的
道
士
享
有
免
除
徭
役
、
赋
税
、
兵
役
的
特
权
，
而
且
道
士
还
籍
隶
宗
正
寺
，
享
受
皇
室
宗
亲
的
待
遇
」。
⒂
王
溥
、『
唐
会
要
』、
中
華
書
局
、
昭
和
三
〇
年
、
八
六
七
頁
。（
初
版：
九
六
一
年
）。
原
文
「
長
慶
二
年
五
月
勅
諸
色
人
中
有
情
愿
入
道
者
但
能
暗
記
老
子
經
及
度
人
經
灼
然
精
熟
者
即
任
入
道
其
度
人
經
情
願
以
黃
庭
經
代
之
者
亦
聽
宣
令
」。
⒃
注
⒁
に
同
じ
。
原
文
「
除
国
家
发
度
牒
正
式
记
录
在
案
的
出
家
道
士
以
外
，
还
有
很
大
一
部
分
私
入
道
的
伪
道
士
、
女
冠
。
这
些
伪
滥
道
士
、
女
冠
，
名
义
上
是
出
家
人
，
实
际
上
他
们
既
不
住
在
宫
观
过
宗
教
生
活
，
日
常
起
居
也
不
受
戒
律
约
束
，
道
教
经
典
把
他
们
称
之
为
 
在
家
道
士
」。
⒄
注
⑺
に
同
じ
、
三
頁
。
⒅
注
⑵
に
同
じ
、
二
七
八
頁
。
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
二
一
⒆
辛
島
驍
、『
漢
詩
大
系
第
十
五
巻
魚
玄
機
・
薛
濤
』
集
英
社
、
昭
和
五
三
年
二
月
第
五
刷
、
六
〇
、
六
一
頁
。
⒇
注
⑺
に
同
じ
、
二
頁
。
│
│
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
員
│
│
森
鷗
外
「
魚
玄
機
」
論
二
二
